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Ⅰ.企業ｸﾞﾙｰﾌﾟおよび製品

1） 企業グループ
2） 製品用途例
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連結子会社 持分法適用会社 関連会社 販売 製造 （ ）出資比率％

綜研化学企業グループ

企　　業　　名 比率 粘着剤 微粉体 機能材 加工製品 装置ｼｽﾃﾑ

綜研化学株式会社 －

綜研ﾃｸﾆｯｸｽ株式会社 （90）

狭山綜研株式会社 （100)

浜岡綜研株式会社 （100)

Soken Chemical Singapore （100)

綜研化学（蘇州)有限公司 （100)

寧波綜研化学有限公司 （70）

盤錦遼河綜研化学有限公司 （50）

常州綜研加熱炉有限公司 （25）

Soken Chemical America （100)

国
　
内

海
　
外
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商品ユニット

粘着剤

微粉体

LCD用、両面ﾃｰﾌﾟ用、ﾗﾍﾞﾙ用、保護ﾃｰﾌﾟ用

機能材

加工製品

装置ｼｽﾃﾑ

ケミカルズ商品ﾕﾆｯﾄ

装置システム商品ﾕﾆｯﾄ

光拡散、化粧品、ﾊﾞｽﾀﾌﾞ、ﾌﾞﾛｯｷﾝｸﾞ防止、文具用

電子回路材料、トナー関連材料、樹脂用添加剤、
ｺｰﾃｲﾝｸﾞ材

両面ﾃｰﾌﾟ（汎用・肉厚・特殊）、粘着ｼｰﾙ（印刷・特殊等）、
異方導電性ﾃｰﾌﾟ、

化学プラント、メンテナンス、大型翼攪拌装置(Hi-F)
熱媒体･熱媒ボイラー
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粘着剤
51.1%

微粉体
9.6%

機能材
10.2%

加工製品
5.2%

装置ｼｽﾃﾑ
24.0%

粘着剤 微粉体 機能材 加工製品 装置ｼｽﾃﾑ

商品ユニット別売上高構成（比率） [連結]

（‘05年3月期）

合計172億円
87.9億円

16.5億円
17.5億円

8.9億円

41.2億円
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Ⅱ.2005年3月期決算

1） 2005年3月期業績
2） 商品ﾕﾆｯﾄ別売上高の状況
3） 決算の概要
4） 売上高・利益の推移
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2005年3月期業績

（単位：百万円）

[連結]

8

04/3実績 計画 05/3実績 対前期比 対計画比
売上高 14,369 16 ,500 17 ,206 20 4.3
営業利益 1,106 1 ,500 1 ,488 35 -0 .8
経常利益 1,069 1 ,500 1 ,465 37 -2 .3
当期純利益 647 950 864 34 -9 .1

％ ％
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粘着剤 微粉体 機能材 加工製品 装置ｼｽﾃﾑ

03/3 04/3 期首計画 05/3

[連結]商品ユニット別売上高の状況

（億円）

（億円）

商品群 03/3 04/3 期首計画 05/3
粘着剤 66.3 75.6 84.6 87.9
微粉体 10.5 12.7 16.9 16.5
機能材 10.4 11.2 15.8 17.5
加工製品 6.9 8.0 9.6 8.9
装置ｼｽﾃﾑ 32.1 36.0 37.9 41.2 9
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増収・増益の要因 [連結]

■粘着剤、微粉体、機能材の販売拡大

■微粉体の内産化促進によるコスト削減

● 売上高増の主な要因

■ディスプレイ材料の伸長（対前期比50％増）
■電子・情報材料分野への拡販（対前期比20％増）
■装置システム（ﾌﾟﾗﾝﾄ･ﾒﾝﾃﾅﾝｽ）の売上増加

● 利益増の主な要因
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売上高・経常利益･当期純利益の推移 [連結]

03/3 04/3 05/3
売上高 126.4 143.7 172.1
経常利益 7.9 10.7 14.7
当期純利益 3.9 6.5 8.6

（億円）
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Ⅲ.財務の状況

1） 資産の状況
2） 負債・資本の状況
3） ｷｬｯｼｭﾌﾛｰと減価償却の状況
4） 経営指標の状況

12
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資産の状況

（単位：百万円）

[連結]

●設備投資の状況

・立体自動倉庫 ・ＵＶコーター設備 等

05/3月期 04/3月期 対前年比
流動資産 8,557 9,237 -680

売上債権 5,003 4,840 163
棚卸資産 1,688 1,425 263
その他 1,866 2,968 -1 ,102

固定資産 6,313 5,677 636
有形固定資産 4,625 3,986 639
無形固定資産 74 65 9
その他 1,614 1,625 -11

繰延資産 0 0 0
資産合計 14,870 14,915 -45
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負債・資本の状況

（単位：百万円）

[連結]

● 借入金の返済

05/3月期 04/3月期 対前年比
流動負債 6,742 6,792 -50

支払債務 4,601 3,806 795
短期借入金 962 1,689 -727
その他 1,179 1,296 -117

固定負債 2,109 2,786 -677
長期借入金 1,297 1,967 -670
退職給付引当金等 812 818 -6

資本合計 5,984 5,310 674
負債・資本合計 14,870 14,915 -45
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営業活動ＣＦ
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財務活動ＣＦ

現金等期末残高

キャッシュフローと減価償却の状況 [連結]

（単位：百万円）
当期

03/3月期 04/3月期 05/3月期
営業活動ＣＦ 888 1,234 1,625
投資活動ＣＦ -390 -1,208 -1,248
財務活動ＣＦ -859 1,533 -1,495
現金等期末残高 1,034 2,575 1,454

減価償却費 418 428 530

03／3 04／3 05／3
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経営指標の状況 [連結]

売
上
高
経
常
利
益
率
・RO

E

株
主
資
本
比
率
・有
利
子
負
債
比
率

03/3月期 04/3月期 05/3月期
売上高経常利益率 6.3 7.4 8.5
ＲＯＥ 12.9 15.1 15.3
株主資本比率 27.2 35.6 40.2
有利子負債比率 30.1 24.5 15.2

（％）

（％）（％）
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商品ﾕﾆｯﾄ別業績
1） 粘着剤
（用途別）

2） 微粉体
3） 機能材
4） 加工製品
5） 装置ｼｽﾃﾑ

Ⅳ.事業活動の状況
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＜粘着剤＞売上高推移 [連結]

[当期の要因]

●前年に引き続き、ＬＣＤ
など光学・電子用途が
伸びる(34％増)

[当期の業績 （対前期比）]

87.87億円 （16.2%増）

溶剤型粘着剤

その他粘着剤

（億円）
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＜溶剤型粘着剤＞用途別売上高推移 [連結]

注）05年を100％とする

02/3 03/3 04/3 05/3 06/3計画

その他

家庭雑貨

梱包

建材

家電

自動車

光学・電子

50%

100%
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＜微粉体＞売上高推移 [連結]

[当期の要因]

●光拡散用（67％増）
化粧品用（35％増）の
大幅な伸び

[当期の業績 （対前期比）]

16.5億円 （30.2%増）
（億円）

化粧品

その他微粉体

光拡散

9.2
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21.5
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02/3 03/3 04/3 05/3 06/3(計画)

＜機能材＞売上高推移 [連結]

[当期の要因]

●電子回路材料(73％増)
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰ材料(220％増)
情報記録材料(45％増)
と大幅な伸び

[当期の業績 （対前期比）]

17.5億円 （56%増）

電子情報用

他機能材

（億円）

11.2
9.5 10.4

17.5

23.5

21
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02/3 03/3 04/3 05/3 06/3(計画)

＜加工製品＞売上高推移 [連結]

[当期の要因]

●クリーン両面テープの

新規販売
●感熱テープ（22％増）の
伸び

[当期の業績 （対前期比）]

8.9億円 （10.5%増）

事務機、ﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲ関連ﾃｰﾌﾟ

他テープ

（億円）

8.0

5.9
6.9

8.9

11.8

注：06/3(計画)には寧波綜研分を含まず
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02/3 03/3 04/3 05/3 06/3(計画)

＜装置システム＞売上高推移 [連結]

[当期の要因]

●メンテナンス受注増加
●大型ＪＯＢの完工

[当期の業績 （対前期比）]

41億円 （14.3%増）

（億円）

23

Ⅴ.中期経営計画の概要

1)  10年後の目指す姿
2)  基本方針
3)  基本戦略
4)  海外展開
5) 経営目標

24
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確固たる存在感のある中堅企業
として国内外から高く評価される

企業集団

10年後の目指す姿

基本方針 ５年間の基本戦略

25

①利益率向上を伴う事業規模の拡大

②電子・情報関連分野への事業集中

③粘着剤に次ぐ基幹事業の育成

④研究開発力・生産技術力の向上

⑤海外事業のさらなる展開を踏まえたＳＫブランドの向上

⑥ＣＳＲ取組みの強化

基本方針

26

事業基本戦略

・ＬＣＤ用粘着剤を中心とした表示装置分野でのシェアアップ

粘着剤事業

加工製品事業

・無用剤型テープを軸としたアジアでの両面テープ販売拡大

微粉体事業

・光拡散板・シート等の光学用途に集中した販売拡大

機能材事業

・電子・情報分野へのニーズ対応による高付加価値商品の販売拡大

環
境
対
応
型
商
品
の
販
売
拡
大

27
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TV
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LCD用粘着剤の使用数量予測

その他
携帯電話
ＴＶ
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（資料根拠：月刊ディスプレイ№15技術セミナー）
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海外展開

・蘇州綜研の生産量増強

粉体・機能材の売上拡大（2.5倍)

・寧波綜研の生産性向上と新規設備活用

アジア市場での両面テープ積極拡販(3倍）

・韓国、台湾市場への積極拡販

・北米地域における粘着剤市場の開拓

海外売上高比率 3年後30％、10年後40％以上

29

中期経営目標

・10年後 売上高550億円、経常利益65億円

・粘着剤以外の事業拡大

・３年後売上高270億円、経常利益30億円

５年後売上高340億円、経常利益40億円

30
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10年後の売上高・経常利益 [連結]

売上高（億円）

2015年

2010年

2008年

2005年

550
億円

172
億円

微粉体機能材11％

装置

34％

12％29％

9％

新規事業5％
経
常
利
益
（億
円
）

粘
着
剤

31

加
工
製
品

Ⅵ.2006年3月期業績見通し

売上高 ２００億円（対前期比 16.2％増）
営業利益 ２０億円（対前期比 34.4％増）
経常利益 ２０億円（対前期比 36.5％増）
当期純利益 １２億円（対前期比 38.9％増）

[連結]
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2006年3月期計画 [連結]

■売上高 ■経常利益 ■当期純利益

売上高 経常利益 当期純利益

04/3月期 146.4 10.7 6.5 （実績)
05/3月期 172.0 14.6 8.6 （実績)
06/3月期 200.0 20.0 12.0 （計画)

（単位：億円）
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2006年3月期商品ユニット別売上予測 [連結]
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04/3月期 05/3月期 06/3月期

粘着剤 粉体 機能材 加工製品 装置ｼｽﾃﾑ

（単位：億円）

実績 実績 計画
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今期の課題

1) 事業拡大戦略

2) 海外展開

3) 研究開発力・生産技術力の強化

35

・技術力を活かしたＬＣＤ用粘着剤のシェアアップ

粘着剤事業

加工製品事業

・環境対応の無溶剤型両面テープ事業の拡大

微粉体事業

・光拡散板に注力した光学用途向け販売拡大

機能材事業
・電子・情報分野のニーズ拡大に対応した販売拡大

事業拡大戦略

36
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海外展開

蘇州綜研への設備投資

寧波綜研の連結子会社化

・中国市場の拡大に対してクリーンテープ、

両面テープの拡販

・アジア市場で増大するニーズへの対応

韓国、台湾、東南アジア市場

・市場拡大に対応する密着営業活動の展開

37

研究開発力と生産技術力の強化

・商品開発スピードの向上

・新研究棟の建設

・生産プロセスの改善

38

車検ラベル

カーナビデイスプレイ

液晶パネル表示

遮光フイルム

芳香剤固定

ドアの内装材用

カーペット固定

外装材固定

壁紙固定

洗面台鏡固定

幅木固定

流し台の
表面保護

自動車

建材･家電

エアコン・冷蔵庫の
断熱材･防音材固定

粘着剤の用途例
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ケミスノー（真球状機能性微粒子）

液晶画面ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ光拡散材

包装フィルム用添加剤 化粧品ﾌｧﾝﾃﾞｰｼｮﾝ添加剤

塗料風合い向上

ＦＲＰ成形添加剤

携帯電話

包装フィルム
塗料

化粧品

バスタブ

微粉体の用途例

加工製品の用途例

Hi-Fミキサーの主な用途Hi-Fミキサーの主な用途

◆粘・接着剤の製造

◆電子部品材料の製造

◆インキ・塗料の製造

◆医薬品の製造

◆機能性食品の製造

◆その他各種撹拌

Ｈ ｉ － Ｆ ミ キサーは 、イ ノベーシ ョ ン ・ ケ ミ カルズの

製造を支える広粘度対応型大型翼撹拌装置です

Ｈ ｉ － Ｆ ミ キサーは 、イ ノベーシ ョ ン ・ ケ ミ カルズの

製造を支える広粘度対応型大型翼撹拌装置です

装置システム（Ｈｉ－Ｆ）の用途例
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パソコンの中に！！

テレビの中に！！

冷蔵庫の中にも！！

洗濯機の中にも！！

電子回路の配線の形成に用いられ
様々な家電製品に応用されていま
す。

機能材（フォレット）の用途例


